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　春日居町の盆おどりは８月１５日・・・各地の祭りは復活

　早くも今年の半分が過ぎ去って行きました。野山は花の季節から、実りのシーズンへと移り、桃の出荷も始まりました。農家にとってはもっとも忙しい時期がやってきました。間もなくブドウの出荷も始まることでしょう。共選所がにぎやかになる時です。これからの１カ月が、農家にとっては家族も巻き込んでの戦争のようなひとときです。

　さて、市議会の方は３月の予算議会のあとは、卒業式、入学式などや、山梨岡神社の祭りをはじめ、各地の祭りの行事や、役所関係での人事異動など、年度末から新年度への移行が終わり、１８年度がスタートしました。

６月の定例議会も８日から２２日まで、１５日間開かれました。今議会へは荻野市長から補正予算など２６案件が提案されました。主なものは、８月１日からの芦川村との合併に伴う準備費１８００万円や４月の人事異動による人件費などでした。

　質問は１２日に６会派の代表質問、１３日に８人の議員による一般質問がありました。今回わたしは➀合併したあとの、旧町村の空き施設を老人クラブなどが活用できないか。②市内でもホームページやブログを、多くの人たちがやっているので、こうしたもののコンクールをしてはどうか。『熊さんのページ』のように、市内の神社・仏閣を紹介しているものには、１４万人もの人たちがページを見に訪れている、市の宣伝にも大いに役立っているーと例を示して質しました。

　市側の答弁としては「空き施設はそれぞれの支所などで管理しており、地元の活動に使われている。老人クラブなどで利用する場合も、支所を通じて活用してほしい。ホームページはどのくらいの数か判らないので、今の所は予定できない」などの答弁でした。市側がまだ電子社会への対応に充分でない様子でしたので、全国自治体ホームページコンクールで一位となった兵庫県西宮市の例をあげ、まだコンクールに応募してない笛吹市のホームページに活を入れました。

　今議会の論議のなかでは、境川町へのごみ処理施設問題、リニアの建設問題、砂原橋の建設問題などが取り上げられました。身近の問題としては、各地の盆踊りなどもありました。これまで通り春日居の盆踊りは区長会が音頭をとって、８月１５日夜７時から春日居小校庭で開くことになりました。

　夏まつりがくるまでは、本当に忙しい日々です。お互いに健康に気を付けながら、暑い夏に負けることなくがんばりましょう。では９月議会までさようなら。

